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三
月 

別
名 

弥
生
（
や
よ
い
）
、
建
辰
月
（
け
ん
し

ん
げ
つ
）
、
季
春
（
き
し
ゅ
ん
） 

他
に
、
花
月
、
桃
月
、
桜
月
、
夢
見
月
な
ど 

弥
生
は
草
木
が
い
よ
い
よ
生
い
茂
る
月
（
く
さ
き
い
や
お

い
づ
き
）
が
縮
ま
っ
た
言
葉
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
月
の

呼
名
の
起
源
に
は
諸
説
あ
る
の
が
普
通
だ
が
、
弥
生
に
つ

い
て
は
他
に
目
立
っ
た
説
を
聞
か
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
寿
草
（
赤
城
自
然
園
） 

 

『
三
月
の
花
』 

沈
丁
花
（
じ
ん
ち
ょ
う
げ
）
、
雪
柳
、
猫
柳
、
三
椏
（
み

つ
ま
た
）
、
山
茱
萸
（
さ
ん
し
ゅ
ゆ
）
、
蕗
の
薹
（
ふ
き

の
と
う
）
、
菜
の
花
、
辛
夷
（
こ
ぶ
し
）
、
馬
酔
木
（
あ

し
び
）
、
連
翹
（
れ
ん
ぎ
ょ
う
）
、
木
五
倍
子
（
き
ぶ

し
）
、
な
ず
な
、
土
筆
（
つ
く
し
） 

 

草
木
の
名
前
を
読
（
呼
）
ん
で
み
る
だ
け
で
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
！ 

     
 

 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
河
出
書
房 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

『三
月
の
言
葉
』 

人
類
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
し
て
世
に
交
際
を
求
め
る

必
要
は
一
つ
も
な
い
。
私
た
ち
は
単
に
一
人
で
あ
っ
て

も
人
類
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
人
は
何
び

と
も
人
類
の
一
部
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
己
に
尽
く
し

て
人
類
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
独
り
真
理

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
独
り
神
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
独
り
霊
性
を
み
が
い
て
完
全
の
域
に
向
か

っ
て
進
む
私
た
ち
は
人
類
の
良
い
標
本
と
し
て
己
を
世

に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
単
独
は
決
し
て
無
為
の

境
遇
で
は
な
い 内

村
鑑
三
著
「一
日
一
生
」二
月
十
一
日 

令和 3年 3月（212）

（207）

（（（No2011

）  

 
医院だより  

 

目
次 

１ 

表
紙
、
三
月
の
花
、
三
月
の
言
葉 

 
   

２ 

三
月
の
暦
、
お
知
ら
せ
、 

 
    

３ 

発
熱
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
・
埼
玉
） 

 
 
 
 

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン 

４ 

詩 
 
    

５ 

け
ん
こ
う
（
１
３
６
）  

 
     

７ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
１
８
２
） 
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 『
三
月
の
暦
』 

 
 

 
一 

 

日 

全
国
火
災
予
防
運
動
、
ビ
キ
ニ
デ
ー 

 
  

三 
日 

ひ
な
祭
り
、
桜
田
門
外
の
変
（
一
八

六
〇
）
安
政
七
年
三
月
三
日
、
江
戸

は
雪
。
桜
田
門
か
ら
城
内
に
向
か
う

大
老
井
伊
直
弼
一
行
を
、
十
八
名
の

水
戸
、
薩
摩
藩
士
の
一
隊
が
襲
撃
し

暗
殺
し
た
。
以
後
政
局
は
一
変
し

た
。 

 
 

五 

日 

啓
蟄 

冬
眠
し
て
い
た
地
中
の
虫

も
、
そ
ろ
そ
ろ
穴
を
啓
（
ひ
ら
）
い
て

這
い
出
し
て
来
る
頃
で
す 

 
 

七 

日 

消
防
記
念
日 

 
 
 
 

八 

日 

国
際
婦
人
デ
ー 

 

 
 

十
二
日 

奈
良
東
大
寺
お
水
取
り 

 
  

十
五
日 

昭
和
恐
慌
（
一
九
二
七
）
昭
和
二

年
、
前
日
の
蔵
相
の
失
言
が
き
っ
か

け
で
、
東
京
・
横
浜
の
渡
辺
銀
行
に
大

勢
の
預
金
者
が
詰
め
か
け
取
り
付
け
騒

ぎ
が
起
き
、
こ
れ
が
全
国
に
広
が
り
昭

和
恐
慌
と
な
っ
た
。 

 
 

十
七
日 

彼
岸
入
り 

 
 

二
十
日 

春
分
の
日
、
春
分 

 
 

二
十
三
日 

彼
岸
明
け
、
世
界
気
象
デ
ー 

 
 

二
十
四
日 

壇
の
浦
の
戦
い
（
一
一
八
五
）
源

義
経
を
総
大
将
と
す
る
源
氏
軍
が
、
長

門
沖
の
壇
の
浦
で
平
家
軍
と
源
平
最
後
の

大
海
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
源
氏
の
勝
利
で

平
家
一
門
は
滅
亡
し
た
。 

 
 

二
十
五
日 

奈
良
薬
師
寺
花
会
式
、
電
気
記
念
日 

 
 

二
十
六
日  

犀
星
忌 

  
 

 
 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     
○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ(
九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ
ラ
（、
現

在
は
休
止
）  

○
肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇
発
熱
対
応 

三
月
末
ま
で
、 

五
、
発
熱
外
来
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

三
、
四
月
二
十
九
日
（木
） 

休
日
当
番
医
で
す
。
九
時
～
十
八
時
ま
で
受
付 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お
り

ま
す
が
、
救
急
の
人
や
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多
く
、

全
員
の
予
約
制
は
取
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に
は 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

前
日
ま
で
の
診
療
時
間
内
に
来
院
さ
れ
る
か
電
話
で 

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
も
重
症
者
の
処

置
な
ど
で
予
約
時
間
内
に
診
察
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。       

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
（
赤
城
自
然
園
） 
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 五
、
発
熱
外
来 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と

分
け
て
（動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が
必

要
な
た
め
以
下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。 

１
． 

発
熱
外
来
は
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す
。 

２
． 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い
た

だ
き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く
だ
さ

い
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―
８
３
１
５ 

３
． 

発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

原
則
と
し
て
か
か
り
つ
け
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。 

               

 

か
か
り
つ
け
で
は
な
い
方
は
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡 

し
て
く
だ
さ
い
。 

    

 

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

         
 
 
 
 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

予約受付時間 午前 午後 

月、火、水、金 8:30-12：00 17：00-18：00 

木、土 8：30-11：00 なし 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6113，6114 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

月 オーラルフレイル 

火 アレルギーの話 

水 口の中の痛みについて 

木 ダイエットを正しく 

金 歯医者を怖がらないために 

土日 更年期と鬱（うつ） 

http://www.raijin.com/kenko/
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い
の
ち
の
買
い
物 

 
 

 

日
野
原
重
明 

 

人
間
は
、
高
価
な
も
の
を
買
う
と
き
に
は
、
い
ろ
い

ろ
勉
強
し
て
情
報
を
得
て
か
ら
店
に
い
き
、
よ
く
検

討
し
て
か
ら
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
病
院
へ行
く
と
き
に
は
、
ま
る
で
銭
湯
に
で

も
行
く
か
の
よ
う
に
、
ぶ
ら
っ
と
何
の
準
備
も
せ
ず

に
行
く
。
命
の
買
い
物
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
も
無

責
任
な
の
で
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
野
原
重
明
著「
い
の
ち
の
言
葉
」 

    

改
革
者
子
規
を
あ
が
め
来
て
五
十
年 

伊
予
に
反
動
の
あ
り
や
な
し
や 

 

古
を
学
ぶ
は
新
し
き
道
の
た
め 

子
規
の
尚
古
は
た
だ
改
新
の
た
め 

 

保
守
に
傾
く
周
囲
の
力
も
あ
り
し
か
ど 

進
む
子
規
を
ば
妨
げ
得
ざ
り
き 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

土
屋
文
明
歌
集
「続
青
南
集
」 

 

  
 

日
記
抄 

 
 
 
 
 

『明
石
海
人
全
歌
集
』 

よ
り 

 

昭
和
九
年
三
月
二
十
七
日 

 

湧
き
上
が
る
懐
し
さ
、
慕
は
し
さ
に
ゐ
た
た
ま
れ
な

く
な
る
。
筆
に
も
口
に
も
尽
く
せ
な
い
こ
の
や
る
せ
な

さ
は
、
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
。 

熱
い
涙
の
流
れ
る
に
ま
か
せ
て
、
此
の
感
傷
の
あ
ら
し

が
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ
よ
り
外
は
な
い
。
温
か
い
春
風

に
、
山
の
松
が
鳴
っ
て
ゐ
る
。
百
里
の
先
、
二
百
里
の

先
に
母
も
子
も
妻
も
は
ら
か
ら
も
こ
の
風
に
吹
か
れ

て
ゐ
る
事
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
獨
り
病
む
私
の
こ
と
を
心
に
か
け
て
ゐ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
同
じ
世
に
生
き
乍
ら
、
は
か
な
い
病
の

為
に
相
愛
す
る
も
の
が
、
か
く
も
離
愁
を
分
か
た
ね

ば
な
ら
ぬ
と
は
、
之
が
人
の
世
の
常
か
も
し
れ
な
い

が
、
悲
し
い
こ
と
で
は
あ
る
。 

こ
の
現
し
身
の
今
別
か
る
れ
ば
、
三
界
に
ま
た
見
る
を

り
は
あ
る
ま
い
と
思
へ
ば
、
か
り
そ
め
な
ら
ぬ
病
ひ

に
、
長
病
む
こ
と
の
は
か
な
さ
を
今
更
思
ふ
。 

お
そ
ら
く
は
同
じ
世
に
ま
た
見
る
こ
と
の
許
さ
れ
な

い
で
あ
ろ
う
、
う
か
ら
を
、
こ
の
春
の
た
そ
が
れ
に
た

だ
歎
く
よ
り
外
は
な
い
。 

あ
あ
幼
い
ま
で
の
感
傷
が
し
き
り
に
胸
を
か
む
。
大
き

な
聲
で
歌
で
も
歌
っ
て
ま
ぎ
ら
さ
う
か
。 

こ
の
こ
ろ
熱
や
や
引
い
た
の
で
又
日
誌
を
つ
け
る
。
改

名
す
る
。
明
石
大
三
、
雅
號
、
無
明
、
明
石
は
地
名
よ

り
、
大
三
は
丈
高
き
三
男
坊
の
意
。 

 
 

 

明
石
海
人
に
つ
い
て 

 

 

大
岡 

信
編
「折
々
の
う
た
」詩
歌
人
名
辞
典
よ
り 

 

明
石
海
人
（１
９
０
１―

１
９
３
９
） 

歌
人
、
静
岡
県
生
ま
れ
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
た
め
、 

昭
和
７
年
長
島
愛
生
園
に
入
園
。
昭
和
１
４
年 

歌
集
「白
描
」
を
刊
行
。
悲
痛
な
境
遇
を
よ
く
抑 

制
し
て
歌
い
、
感
動
を
呼
ん
だ
。
「海
人
遺
稿
」が 

あ
る
。 

 
 

 
 
 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ハ
ン
カ
チ
の
木
（
赤
城
自
然
園
）  
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け
ん
こ
う 

（百
三
十
五
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（１
０
） 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省

武
漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染

が
広
が
り
、
も
う
１
年
経
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
世
界
中
で
も
身
の
回
り
で
も
こ
れ
ま
で

の
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

２ 

経
過
（日
本
政
府
の
措
置
と
患
者
数
の
変
化
） 

２
０
２
０
年
４
月
７
日
に
発
令
さ
れ
た
政

府
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
感
染
者
数
が
減

少
し
た
が
、
５
月
２
５
日
を
も
っ
て
全
て
の

都
道
府
県
で
解
除
さ
れ
た
あ
と
東
京
中
心
に

再
度
感
染
者
が
増
加
し
、
日
本
各
地
で
も
増

加
す
る
一
方
だ
っ
た
。
重
症
者
・
死
亡
者
の

増
加
は
加
速
し
て
い
っ
た
。 

３ 

緊
急
事
態
宣
言 

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
９
月
１
６
日
に
安
倍
晋

三
は
身
体
理
由
で
退
陣
、
官
房
長
官
だ
っ
た
菅 

義
偉
が
第
９
９
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
。

内
閣
は
よ
う
や
く
１
月
７
日
、
４
都
県
（
東

京
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
）
に
限
り
、
緊
急

事
態
宣
言
を
出
し
た
。
１
月
１
３
日
、
大
阪
府

を
は
じ
め
と
す
る
７
府
県
を
追
加
発
令
し
た
。

内
容
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
し
た
飲
食
店

に
午
後
８
時
ま
で
の
営
業
時
間
短
縮
を
要
請

し
、
応
じ
な
い
場
合
は
施
設
名
を
公
表
で
き

る
と
し
た
。
あ
く
ま
で
協
力
が
な
け
れ
ば
効

果
は
望
め
な
い
。 

３
月
５
日
に
は
３
月
２
１
日
ま
で
の
延
長
が

決
め
ら
れ
た
。 

内
容
は
次
の
通
り
（
上
毛
新
聞
よ
り
） 

 

（１
）外
出 

①
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
を
要
請
し
、
特
に 

 
 

午
後
８
時
以
降
は
徹
底 

②
通
院
、
生
活
必
需
品
の
買
い
出
し
、
屋
外  

  

で
の
運
動
や
散
歩
は
除
外 

③
午
後
８
時
以
降
の
仕
事
の
抑
制 

（２
）通
勤 

テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
し
、
出
勤
者
の
７
割
削
減
を

目
標 

（３
）飲
食
店
（レ
ス
ト
ラ
ン
、
居
酒
屋
、
喫
茶
店
な 

 

ど
）、
遊
興
施
設
（カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
ク

ラ
な
ど
） 

①
営
業
時
間
を
午
後
８
時
に
短
縮 

②
酒
類
の
提
供
は
午
前
１
１
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で 

③
応
じ
な
い
場
合
、
店
名
、
施
設
名
を
公
表 

 

 
 
 
 

④
宅
配
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は
除
外 

⑤
時
間
短
縮
に
応
じ
た
店
に
は
協
力
金
を  

  

支
払
う 

 

（４
）人
が
集
ま
る
場
所
（劇
場
、
遊
園
地
、
映
画 

館
、
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
） 

①
営
業
時
間
を
午
後
８
時
に
短
縮 

②
酒
類
の
提
供
は
午
前
１
１
時
か
ら
午
後
７ 

時
ま
で 

（５
）イ
ベ
ン
ト 

①
上
限
５
０
０
０
人
、
定
員
の
５
０
％
以
下
の  

   

ど
ち
ら
か
少
な
い
ほ
う
に
制
限 

②
午
後
８
時
ま
で 
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③
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
満
員
は
認
め
ず 

 
（６
）学
校 

①
遠
隔
授
業
の
活
用
な
ど
で
感
染
防
止  

 

一
斉
休
校
は
認
め
ず 

②
大
声
を
出
し
た
り
、
身
体
が
触
れ
合
う 

 
 

部
活
動
は
制
限 

③
大
学
入
学
テ
ス
ト
、
高
校
入
試
な
ど  

  

は
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
て
予
定
通 

  

り
実
施 

 

 

４
． 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

 
 

（死
亡
者
数
） 

（３
月
０
７
日
現
在
） 

世
界   

１
億
１
６
０
６
万
５
８
０
１
人 

           
 
(

２
５
８
万
１
６
６
人) 

日
本         

４
３
万
８
９
１
６
人 

（８
２
３
８
人
） 

群
馬
県 

 
 
 
 
 

４
５
９
５
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（８
７
人
） 

 
 
 
 

前
橋
市          

６
６
０
（６
人
）   

高
崎
市 

 
 
 
 
 
 
 

５
２
８
（４
人
） 

桐
生
市 

 
 
 
 
 
 
 

２
５
７
（１
人
） 

 

米
国 

 

２
８
８
９
万
１
３
７
４
人
（５
２
万
２
８
３
２
人
） 

イ
ン
ド 

 

１
１
１
９
万
２
０
４
５
人
（１
５
万
７
６
５
６
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル 

１
０
８
６
万
９
２
２
７
人
（２
６
万
２
７
７
０
人
） 

５
．
個
人
で
や
れ
る
予
防
は 

個
人
が
や
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を 

基
本
に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人

の
問
題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と
と
、
周
囲
に
い

る
弱
者
へ
の
援
助
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、
８
５
歳
以
上
の
死
亡
率
は 

１
７
歳
以
下
の
死
亡
率
の
１
０
０
０
倍
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。 

６
．
医
院
と
し
て
の
対
応 

①
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診
な
ど
で 

 
 

内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策 

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

 

当
院
で
の
今
季
受
診
者
は
ゼ
ロ
で
す
。 

③
一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い 

 
 

た
め
の
対
策 

例 
 

・
発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

・
診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の
診 

 

療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処
方
箋
な 

 

 

ど
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の 

 

患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診
察
・
処
方
箋 

 

発
行
も
あ
り
ま
す
。
（
２
月
か
ら
徒
歩
や 

 

タ
ク
シ
ー
で
来
ら
れ
た
方
用
の
テ
ン
ト
を 

 

ご
用
意
し
ま
す
。
定
員
は
１
名
で
す
） 

・
軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、
２ 

 

日
間
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な
い
、
ま
た 

 

は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
来
院 

 

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、
指 

 

示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

・
家
ま
た
は
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

・
可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く
だ 

 

さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関
扉
の 

 

左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
ご
利 

 

用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下
さ
い
。 

・
そ
の
他 

７
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
度
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障

害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 
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栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 
発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の

症
状
が
続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け

る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し

て
い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
五
の
３
発
熱
外
来

の
記
事
参
照) 

８ 

医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的

に
は
院
外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪

症
状
の
あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇
院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に 

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に 

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳 

や
く
し

ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ

ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る
こ

と
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き

り
し
た
情
報
が
分
か
っ
た
ら
、
報
告
し
ま
す
。 

今
の
と
こ
ろ
、
①
行
政
区
ご
と
に
や
る
こ
と
、
②

集
団
接
種
と
個
別
接
種
の
両
方
で
行
う
こ
と
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
八
十
二
） 

 
 

 

新
聞
紙 

 

◇
小
学
校
に
上
が
る
こ
ろ
か
ら
、
私
は
鼻
汁
が
多

く
な
り
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
紙
を
持
っ
て
出
か

け
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。 

◆
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
言
う
に
及
ば
ず
、
田
舎

で
は
鼻
を
か
む
紙
な
ぞ
手
に
入
ら
ず
、
新
聞
紙

を
ち
ぎ
っ
て
、
そ
れ
で
鼻
を
か
ん
で
い
る
時
代

で
し
た
。 

◇
学
習
雑
誌
に
載
っ
て
い
た
漫
画
を
見
て
ひ
と
り

の
男
の
子
が
鼻
の
周
り
を
黒
く
し
て
い
る
の
を

他
の
子
供
が
「
新
聞
紙
で
鼻
を
か
ん
だ
」と
囃

し
立
て
て
い
る
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

◆
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
１
日
の
新
聞
は
、
１
種
類

で
な
く
、
初
版
の
後
に
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入
る

と
第
２
版
、
さ
ら
に
３
版
と
し
て
出
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
田
舎
に
は
初
版
が

届
き
、
都
会
に
は
最
新
版
が
届
く
た
め
イ
ン
ク

の
乾
き
で
最
新
版
が
届
く
と
こ
ろ
で
は
鼻
を
か

め
ば
真
っ
黒
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
し
た
。 

◇
鼻
が
悪
い
私
は
人
前
で
鼻
を
垂
ら
し
て
い
る
わ

け
に
も
い
か
ず
、
新
聞
紙
を
四
角
形
に
切
っ
て

上
着
、
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
と
い
う
ポ
ケ
ッ
ト
に

全
部
詰
め
込
ん
で
学
校
に
行
っ
た
た
め
、
そ
の

う
ち
折
り
目
が
緩
ん
で
き
て
ポ
ケ
ッ
ト
は
大
き

く
膨
ら
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。 

◆
校
長
先
生
が
担
任
の
先
生
に
「
あ
れ
は
い
か
ん
」

と
い
っ
た
と
か
言
わ
な
か
っ
た
と
か
、
そ
れ
以

来
、
自
分
の
身
な
り
に
異
常
に
気
を
使
う
子
供

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

◇
も
う
４
０
年
以
上
前
に
読
ん
だ
言
語
学
者
、
金

田
一
春
彦
の
「
こ
と
ば
の
四
季
」
と
い
う
本
だ
っ

た
か
で
、
氏
は
出
か
け
る
前
に
忘
れ
物
を
し
な
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い
よ
う
に
と
、
「お
ま
じ
な
い
」を
作
っ
た
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

「鳩
が
豆
食
っ
て
パ
ッ
」 

 

ハ
ン
カ
チ
、
時
計
、
が
ま
口=

財
布
、
万
年

筆
、
名
刺
、
櫛
？
（
だ
っ
た
か
）、
手
帳
、
パ
ス 

 

で
し
た
が
、
私
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
一
番
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
た
の
は
「
鼻
紙
」「
チ
リ
紙
」

で
し
た
。  

い
ま
で
も
、
駅
前
な
ど
で
配
っ
て
く
れ
る
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
と
て
も
あ
り
が
た
く
い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

  

い
じ
め 

◇
他
人
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
「い
じ
め
」に

つ
い
て
、
私
も
加
害
者
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
は
っ
と
し
た
。 

◆
小
学
２
、
３
年
の
こ
ろ
だ
っ
た
か
、
校
内
運

動
場
（体
育
館
）の
南
西
の
片
隅
に
人
だ
か

り
が
し
て
い
た
。
行
っ
て
み
る
と
同
じ
通
学

区
の
１
年
上
の
男
の
生
徒
（Ａ
と
す
る
） 

の

周
り
を
数
人
が
囲
ん
で
何
か
言
っ
て
い
た
。

何
も
抵
抗
し
て
い
な
い
そ
の
子
Ａ
を
な
ぜ
そ

う
し
て
い
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
。
あ
る
い

は
Ａ
さ
ん
の
１
学
年
上
に
軽
い
脳
性
麻
痺
の

兄
さ
ん
（Ｂ
と
す
る
）
が
い
て
、
そ
の
兄
を
か
ば

っ
て
い
た
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

◇
リ
ー
ダ
ー
格
の
生
徒
が
最
後
、
一
人
ず
つ
叩

け
、
と
言
っ
た
か
、
罵
れ
と
言
っ
た
か
覚
え
て
い

な
い
。
嫌
な
気
分
で
私
も
従
っ
た
と
思
う
。
し

か
し
そ
の
あ
と
し
ば
ら
く
、
弟
Ａ
の
そ
ば
に
付

き
添
っ
て
い
た
。 

◆
「俺
は
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
な

ん
で
こ
ん
な
目
に
合
う
ん
だ
・・・」 

と
Ａ
は
一
人
で
う
つ
む
い
て
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て

い
た
。
も
っ
と
も
な
こ
と
、
理
屈
に
合
わ
な
い
こ

と
だ
っ
た
と
今
で
も
そ
の
時
の
情
景
が
重
く
思

い
浮
か
ぶ
。
Ａ
は
そ
の
後
も
小
学
校
、
中
学
校

と
ず
っ
と
静
か
な
人
で
あ
っ
た
。 

◇
兄
さ
ん
（Ｂ
）の
方
は
、
道
で
会
う
と
、
上
向
き

の
顔
が
右
に
左
に
一
定
し
な
い
で
揺
れ
動
く
の

を
こ
ら
え
な
が
ら
、
整
わ
な
い
会
話
で
話
し
か

け
て
き
て
く
れ
、 

 
 

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
か
、
こ
れ
を
こ
う
考

え
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
か
良
く
な
い
こ
と

だ
と
か
、
い
ち
ば
ん
筋
道
通
っ
た
こ
と
を
話
し

て
く
れ
て
、
一
緒
に
笑
う
と
き
に
は
、
顔
を
し

か
め
て
痙
攣
的
に
、
ク
ワ
ッ
、
ク
ワ
ッ
と
不
自
由

そ
う
だ
が
嬉
し
そ
う
に
笑
っ
た
。 

◆
そ
の
人
の
父
親
に
は
農
地
改
革
な
ど
戦
後
の

村
の
あ
り
か
た
で
随
分
嫌
な
目
に
遭
っ
て
い
た

父
と
母
も
、
そ
の
子
供
（
Ｂ
）に
対
し
て
は
、
あ

の
子
は
し
っ
か
り
し
て
い
て
い
い
子
だ
と
話
し

て
い
た
し
、
母
は
よ
く
声
を
か
け
て
会
話
し
て

い
た
。
親
が
そ
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
人
に

は
安
心
し
て
私
も
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き

た
。 

◇
高
校
ま
で
行
っ
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
、

二
人
と
も
（
Ａ
と
Ｂ
）
村
の
中
の
会
社
に
勤
務
し

て
働
い
て
い
た
。
私
が
家
を
離
れ
て
帰
郷
し
た

と
き
、
豪
雨
が
あ
っ
た
後
で
、
橋
の
底
ま
で
水

で
洗
わ
れ
た
ほ
ど
に
水
位
が
上
が
っ
た
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
だ
水
位
が
戻
ら
ぬ
こ
ろ
、
お

兄
さ
ん
（Ｂ
）が
濁
流
に
身
を
投
げ
て
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
村
の
男
衆
が
川
下
ま
で
探
し
に

行
っ
て
、
父
が
下
流
で
そ
の
兄
（
Ｂ
）の
死
体
を

見
つ
け
た
と
い
う
。
下
流
の
魚
野
川
、
さ
ら
に

は
信
濃
川
ま
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
探
す
の
は

困
難
を
極
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
、
不
幸
中
に

も
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。 

◆
自
分
が
片
輪
で
こ
の
ま
ま
だ
と
、
弟
（
Ａ
）
に

お
嫁
さ
ん
が
来
な
い
だ
ろ
う
か
ら
と
遺
言
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
を
母
か
ら
聞
い
た
。 

◇
農
地
改
革
で
父
か
ら
開
放
し
た
人
（
Ｄ
）
が
Ａ

と
Ｂ
の
家
と
田
ん
ぼ
の
交
換
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
父
は
祖
先
か
ら
引
き
継
い
で
き
て
失
っ
て

し
ま
っ
た
田
ん
ぼ
を
買
い
戻
そ
う
と
Ｄ
の
家
ま
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で
出
か
け
て
行
っ
た
が
断
ら
れ
、
肩
を
落
と

し
て
家
に
帰
っ
て
き
た
姿
を
私
は
見
て
い

た
。
ど
れ
ほ
ど
無
念
だ
っ
た
こ
と
か
と
思
っ

た
。 

◆
実
家
は
今
８
４
歳
の
姉
が
一
人
で
住
ん
で
い

る
。
足
が
不
自
由
な
の
で
心
配
だ
が
、
昔
か

ら
の
同
じ
世
代
の
周
り
の
人
が
面
倒
を
見

て
く
れ
て
、
何
と
か
生
活
し
て
い
る
。 

◇
田
ん
ぼ
交
換
を
し
て
そ
こ
へ
立
て
た
家
に
住

ん
で
い
る
の
が
、
Ａ
で
あ
る
。
Ａ
さ
ん
は

時
々
、
自
分
の
家
の
畑
で
採
れ
た
野
菜
を
姉

の
と
こ
ろ
ま
で
も
っ
て
き
て
く
れ
た
り
、
実

家
の
周
り
の
不
造
作
の
と
こ
ろ
を
直
し
て
お

い
た
か
ら
、
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
だ
と

姉
か
ら
聞
い
て
知
り
、
あ
り
が
た
く
思
っ

た
。 

こ
ん
な
つ
き
あ
い
、
手
助
け
が
将
来
あ
っ
た

の
か
と
、
父
も
い
ま
で
は
喜
ん
で
い
る
に
違

い
な
い
。 

       

 
 

 
 

 
 

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
（
赤
城
自
然
園
） 

       

  

 

   


